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「
来
年
度
の
総
会
に
つ
い
て
」 

横
浜
陶
芸
友
の
会 
会
長 

鍋
島 

弘
義 

 

「
横
浜
陶
芸
友
の
会
」
の
会
則
は 

「
会
計
年
度
は
毎
年
４
月
１
日
か
ら

翌
年
３
月
31
日
迄
と
す
る
。
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

今
年
度
、
最
後
の
「
役
員
会
」
が
２
月
８
日
（
土
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

そ
こ
で
、
来
年
度
の
「
総
会
」
の
持
ち
方
に
つ
い

て
提
案
い
た
し
ま
し
た
。 

（
提
案
） 

・
次
回
の
役
員
会
後
、
休
憩
を
は
さ
み
「
総
会
」
を

行
う
。 

①
役
員
会
（
15
：
00
～
16
：
30
） 

②
休
憩
（
30
分
） 

③
総
会
（
17
：
00
～
18
：
00
） 

・
役
員
会
が
伸
び
た
場
合
、
休
憩
時
間
で
調
整
す
る
。 

・「
総
会
」
の
資
料
は
、
役
員
会
で
使
用
し
た
も
の
を
、 

そ
の
ま
ま
利
用
す
る
。 

・
役
員
会
で
訂
正
等
が
あ
れ
ば
「
総
会
」
の
中
で 

修
正
し
て
も
ら
う
。 

・
準
備
す
る
資
料
は 

①
各
部
の
活
動
報
告
と
活
動 

予
定 

②
決
算
報
告
と
予
算
（
案
） 

 

③
会
則
の
改
訂 

④
新
役
員
紹
介 

等 

 

こ
の
提
案
は
、
役
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
の
で 

次
回
、
４
月
26
日
（
土
）
の
午
後
５
時
か
ら 

「
総
会
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

高
齢
化
の
た
め
退
会
さ
れ
る
方
も
増
え
、
会
員
数

も
減
り
、
会
の
活
動
も
難
し
く
な
っ
て
き
た
た
め
、

少
な
い
人
数
で
も
何
と
か
維
持
し
て
い
く
た
め
の
提

案
で
し
た
。
ご
理
解
く
だ
さ
い
。 

 

会
員
数
の
減
少
は
今
回
の
「
作
品
展
」
で
も
平
日

の
午
前
中
の
当
番
が
一
名
と
い
う
日
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
か
ら
一
名
参
加
さ
れ
二
名
に
な
り
ま
し
た
が
、

来
年
度
の
「
作
品
展
」
で
も
同
じ
事
が
起
き
そ
う
で

す
。
こ
の
「
作
品
展
」
も
50
回
を
数
え
る
ま
で
存
続

さ
せ
た
い
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
先
の
事
は
誰
に
も

分
か
り
ま
せ
ん
。 

 

会
員
の
皆
様
も
、
今
で
き
る
事
を
楽
し
み
な
が
ら

日
々
充
実
さ
せ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

 

今
年
度
の
作
品
展
で
は
、
小
学
生
の
明
る
く
元
気

な
声
が
聞
か
れ
、
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。 

  

 

「
役
員
会
」
報
告 

 

２
月
８
日
（
土
）
15
時
よ
り
、
会
長
、
副
会
長
、

各
役
員
７
名
の
出
席
で
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

《 

議
題 

》 

【 

各
部
か
ら
の
報
告 

】 

 

総
務
部 

 

〇
会
長
よ
り
次
回
４
月
役
員
会
後
に
「
総
会
」
を 

行
う
提
案
が
な
さ
れ
了
承
さ
れ
ま
し
た
。 

〇
会
則
の
一
部
改
訂
の
提
案 

〇
釉
薬
等
の
搬
送
代
に
つ
い
て 

〇
関
東
学
院
大
学
で
の
「
展
示
・
教
室
」
へ
の
参
加 

に
つ
い
て 

 

会
計 

 

〇
各
部
の
会
計
報
告
と
会
計
監
査
を
お
こ
な
う 

 

・
議
事
終
了
後
に
行
い
ま
し
た
。 

〇
４
月
の
役
員
会
で
「
決
算
・
予
算
案
」
を
提
案
し 

「
総
会
」
で
承
認
を
得
ま
す
。 

 

広
報 

 

〇
会
報
の
発
行
（
２
月
下
旬 

予
定
） 

 

※
「
総
会
」
の
案
内
。「
作
品
展
」
の
報
告
。 

 
 

「
第
44
回
作
品
展
」
の
作
品
紹
介 

等 

  
 

 

事
業
部 

 

〇
「
第
45
回
作
品
展
」
の
報
告 

※
（
詳
細
は
事
業
部
よ
り
の
欄
を
参
照
） 

 
 
 

  

【 

次
回
の
「
役
員
会
」 

】 

 

４
月
26
日
（
土
）
15
時
か
ら 

（
場
所
）
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー 

  

「
総
会
」 

 

４
月
26
日
（
土
）
17
時
か
ら 

（
場
所
）
杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー 
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○
第
45
回
「
作
品
展
」
事
業
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
業
部
よ
り 

【
会
期
】
令
和
７
年
１
月
14
日 

(

火
）
～
19
日 (

日
） 

【
会
場
】 
か
な
っ
く
ホ
ー
ル 

Ａ
室 

【
出
展
者
数
】
13
名 

（
前
回 

12
名
） 

 

【
出
展
作
品
数
】
２
０
３
点 

（
前
回
１
６
２
点
） 

※
専
修
部
・
特
設
コ
ー
ナ
ー
・
小
学
校
の
数
を
含
む 

【
特
設
コ
ー
ナ
ー
】
課
題
「
角
皿
」
11
点 

 
 

「
専
修
コ
ー
ナ
ー
13
点
」「
小
学
校
28
点
」 

【
来
場
者
名
簿 

記
入
者
数
】 

 
 
 
 
 

１
４
５
名 

（
前
回
９
０
名
） 

【
懇
親
会
】
参
加
者 

８
名
（
「
木
曽
」
に
て
開
催
） 

【
会
場
当
番
】
平
日
、
当
番
が
一
名
の
時
も
あ
り
ま 

し
た
が
、
現
状
や
む
な
し
な
の
で
、
搬
入
時
に 

呼
び
掛
け
て
お
手
伝
い
を
お
願
い
す
る
。 

【
そ
の
他
】 

 

・
今
年
度
は
小
学
生
の
作
品
も
展
示
さ
れ 

土
日
は
親
子
で
の
見
学
者
で
賑
い
ま
し
た
。 

（
出
展
料
）
一
区
画
（
幅
45
㎝
）
で
継
続
す
る
。 

（
展
示
会
場
）
来
年
度
も
「
か
な
っ
く
ホ
ー
ル
Ａ
」 

 

で
行
う
予
定
で
す
。 

 

（
特
設
コ
ー
ナ
ー
「
課
題
」
）
「
飯
茶
碗
」
で
す
。 

作
品
の
大
小
は
問
い
ま
せ
ん
。 

      

 

「
役
員
会
」《 

議
事 

》 

  

「
総
務
部
」
会
長
よ
り 

○
「
友
の
会
会
則
」
の
見
直
し
に
つ
い
て 

・
昨
年
度
の
「
総
会
」
で
会
則
の
改
訂
を
行
い
ま
し 

た
が
会
則
に
「
会
計
部
」
の
文
言
が
残
っ
て
い
ま 

し
た
。「
会
計
部
」
は
会
則
か
ら
無
く
な
り
ま
し
た 

の
で
「
総
務
部
会
計
」
に
書
き
換
え
る
提
案
が 

な
さ
れ
、
了
承
さ
れ
「
総
会
」
に
提
案
し
ま
す
。 

 〇
「
定
期
総
会
」
を
別
の
日
に
行
わ
ず
、
４
月
の 

「
役
員
会
」
の
後
に
行
う
案
を
検
討
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、「
総
会
」
と
「
役
員
会
」
を
次
の
よ
う 

に
設
定
い
た
し
ま
す
。 

                 

「
総
務
部
」
会
計
よ
り 

○
役
員
会
終
了
後
、「
作
品
展
会
計
」
の
監
査
を
出
席

者
全
員
で
行
い
ま
し
た
。 

○
各
部
の
「
会
計
監
査
」
に
つ
い
て
も
同
様
に
行
わ

れ
ま
し
た
。 

「
総
務
部
会
計
」「
事
業
部
会
計
」「
作
品
展
会
計
」 

「
会
報
印
刷
代
」
の
監
査
が
行
わ
れ
、
一
部
追
加
に

つ
い
て
は
次
回
役
員
会
に
提
出
す
る
事
で
全
て
の

監
査
が
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

〇
４
月
の
役
員
会
で
「
決
算
・
予
算
案
」
を
提
案
し 

「
総
会
」
で
承
認
を
得
ま
す
。 

〇
令
和
７
年
度
の
会
費
納
入
者
は
、
19
名
で
す
。 

〇
会
員
か
ら
の
釉
薬
等
の
提
供
に
よ
る
搬
送
代
は

「
専
修
部
の
陶
芸
材
料
購
入
費
」
と
し
て
了
承
さ
れ 

ま
し
た
。 

「
総
務
部
」
広
報
よ
り 

 

〇
次
回
の
会
報
発
行
は
２
月
下
旬
の
予
定
で
す
。 

 

内
容
は
、 

・
今
回
の
役
員
会
の
議
事
報
告 

 

・「
総
会
」
日
時
・
場
所
等
の
案
内 

 

・「
第
45
回
作
品
展
」
事
業
報
告 

 

・「
第
44
回
作
品
展
」
残
り
の
作
品
紹
介 

な
ど 

  

       

令
和
７
年
度
「定
期
総
会
」 

【期
日
】 

令
和
７
年
４
月
26
日
（土
） 

 
 

 
 
 

 

午
後
５
時
～
６
時 

【場
所
】 

杉
田
地
区
セ
ン
タ
ー 

【議
題
】 

 

①
各
部
の
活
動
報
告
と
活
動
予
定 

 

②
決
算
報
告
と
予
算
案 

 

③
会
則
の
改
訂 

 

④
新
役
員
紹
介 

 
な
ど 

「
役
員
会
」
の
開
催
は 

 

令
和
７
年
４
月
26
日
（
土
） 

 
 
 

午
後
３
時
～
４
時
半 

 

〇
関
東
学
院
大
学
の
「
関
キ
ャ
ンfe

s.

」 

 

令
和
７
年
11
月
１
・
２
日
と
行
わ
れ
ま
す
。 

連
絡
が
あ
れ
ば
参
加
の
方
向
で
検
討
し
ま
す
。 

保土ヶ谷小学校の取り組み紹介や 
アンケート箱や作品への思い等が 
書かれ展示されていました。 
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「第 45回作品展」保土ヶ谷小学校生徒作品と掲示物 

 

保護者と一緒に沢山見学に来てくれました 

笠
間
の
陶
芸
展
に
行
っ
た

時
に
で
っ
か
く
て
う
ね
う
ね

し
た
の
が
あ
っ
て
、「
う
わ
～

す
ご
い
な
。」
と
思
っ
て
、
そ

れ
を
ま
ね
し
て
や
っ
て
み
よ

う
か
な
～
。
と
思
い
小
さ
い

の
を
付
け
て
サ
ボ
テ
ン
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
で
ア
ク
セ
サ

リ
ー
置
き
の
よ
う
な
物
が
出

来
れ
ば
い
い
な
～
。
と
思
っ

て
作
っ
て
み
ま
し
た
。 

緑
色
は
下
絵
具
で
す
。 

小
皿
は
焼
成
会
で
焼
い
て

も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
葉
の

模
様
が
あ
ま
り
出
な
か
っ
た

が
綺
麗
に
で
き
て
、
今
年
の

正
月
に
早
速
使
っ
て
み
ま
し

た
。 

「平皿（大）」  

信楽土 電気窯 黒天目・朱鉄 

「平皿（正方形大）」 

 信楽土 電気窯 黒天目・黄瀬戸 

 ※焼成時割れてしまったので金継ぎを施す 

四
角
い
ケ
ー
キ
を
焼
く
お
友
達
に

お
皿
を
あ
げ
た
く
て
四
角
い
皿
に
挑

戦
し
て
い
る
ん
で
す
が
、
何
時
も
割

れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
。
こ
れ
は
一
昨
年

の
焼
成
会
で
焼
い
た
皿
で
す
。
黒
天

目
に
朱
鉄
を
掛
け
て
上
の
よ
う
に
や

り
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
間
違
え
て

黄
瀬
戸
を
掛
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

黒
い
所
に
透
明
だ
か
ら
色
が
出
な
い

と
思
っ
た
ら
、
こ
ん
な
素
敵
な
柄
に

な
っ
た
。
気
に
入
っ
て
い
た
が
割
れ

て
い
た
の
で
、
高
橋
さ
ん
に
教
わ
り

な
が
ら
金
継
ぎ
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
全
然
乾
か
な
く
て
凹
ん
で

し
ま
う
し
、
一
年
が
か
り
で
や
っ
と

乾
い
た
が
、
ち
ょ
っ
と
凹
ん
で
い
る

の
で
、
こ
れ
で
い
い
の
か
ど
う
か
が

わ
か
り
ま
せ
ん
。 

漆
を
盛
り
上
げ
て
削
る
と
教
わ
っ

た
の
で
、
も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う

か
な
？
と
、
思
っ
て
い
ま
す
。 

「小鉢（2点）」 信楽土 電気窯 青白交趾 

「小皿（3 点）」 信楽土 電気窯 オパールラス「アクセサリー置き」 

 信楽土 電気窯  

下絵具・透明釉 

「花器」 信楽土 電気窯 白萩 

「土笛（3点）」 信楽土 電気窯 下絵具・透明釉 

「
第
44
回
作
品
展
」
深
川
貴
子 
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「
第
44
回
作
品
展
」 

鈴
木
和
子 

                             

                              

「
第
44
回
作
品
展
」
吉
川 

勝 

① 

 

                             

今
年
は
、
た
ま
た
ま
自
宅
で
使

っ
て
い
る
釜
が
壊
れ
て
し
ま
っ
た

の
で
作
っ
て
み
ま
し
た
。
本
橋
さ

ん
の
所
か
ら
土
鍋
用
の
釉
薬
と
土

を
も
ら
っ
た
。 

焼
成
温
度
は

℃ 

な
ん
で
す

が
、
釉
薬
は
白
と
黒
が
あ
っ
た
の

で
、
白
は
ど
ん
ぶ
り
に
使
い
釜
に

は
黒
を
使
い
ま
し
た
。 

釜
を
作
っ
て
感
じ
た
事
は
、
蓋

の
丸
み
、
盛
り
上
が
り
が
有
る
か

無
い
か
で
相
当
焚
き
加
減
が
違
う

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
自
宅
に

あ
っ
た
も
の
と
焚
き
比
べ
を
し
た

ら
今
度
の
作
っ
た
蓋
の
方
が
ふ
っ

く
ら
美
味
し
く
焚
き
あ
が
り
ま
し

た
。
高
さ
に
し
て
１
㎝
位
の
差
な

ん
で
す
が
蓋
の
部
分
に
こ
も
る
蒸

気
が
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。 

米
研
ぎ
を
30
分
前
に
し
て
、
弱

火
で
５
分
、
強
火
に
し
て
５
分
。
２

～
３
合
だ
と
10
分
で
焚
け
る
。
そ

の
後
15
分
蒸
ら
す
。
そ
の
前
に
蓋

を
開
け
る
と
周
り
に
ご
飯
が
く
っ

つ
い
て
し
ま
う
。
そ
れ
が
15
分
待

て
ば
お
焦
げ
に
な
っ
て
い
て
も
き

れ
い
に
く
っ
付
か
ず
に
取
れ
る
。

そ
う
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

し
た
。
た
だ
、
焚
き
合
わ
せ
の
ご
飯

は
ど
う
し
て
も
焦
げ
て
し
ま
う
の

で
電
気
釜
で
焚
い
て
い
ま
す
。
珍

し
く
素
直
に
昔
な
が
ら
の
形
で
作

っ
て
み
ま
し
た
。 

 

こ
の
貝
は
被
せ
て
型
を
取
り
土

の
柔
ら
か
い
う
ち
に
ひ
っ
く
り
返

す
方
法
で
表
に
形
が
出
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。 

「土鍋（中蓋付）」 鍋用土 電気窯（1180℃） 黒釉 

「土鍋（中蓋付）」 鍋用土 電気窯（1180℃） 黒釉 「鍋用貝付小皿（2枚）」 信楽荒目 穴窯 自然釉 

「置物（教会）」 水簸土 電気窯 トルコ青 透明釉 

「左側面」 「右側面」 「正面」 
「外したところ」 
実は、素焼きではがれてしま
った。本来は一体だった。 

山手のカトリック教会の写真を撮り、二年越しで完成しました。屋根はトルコ青を刷毛で縦、横三回塗っ

ています。 端は撥水剤を塗って流れるのを防いでいます。 

「ぐい吞（3個）」 信楽 穴窯 

 自然釉・織部 

「いちょう箸置き（3枚）」 信楽 

 電気窯 織部釉 

「びわ葉皿（2枚）」 信楽 

 穴窯 自然釉 

「花器（手付）」 信楽荒目 穴窯 自然釉 

「花器」 信楽荒目 穴窯 自然釉 
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「茶碗（おかめ絵）」 信楽 2号 電気窯 透明釉 
「コップ（3点）」 水簸土 電気窯 茶マット 糠白 織部釉 

おかめの茶碗は筆が入らないので奥さんが使っている油絵

用の筆を切って使いました。 こんなことをして遊んでいます。 

キノコのようなコップは鈴木さんのシールのマスキングをま

ねて作ったが、シールをつけたまま焼いたら失敗したので、こ

れはちゃんと剥した二代目です。 釉掛けは外の茶マットが先

で中の織部を後から掛けています。 

「浅鉢」 信楽土 穴窯 自然釉 
「浅鉢」 益子赤土  

ガス窯（焼成会） そば釉 

「切立丼（刷毛目）」 信楽赤土 ガス窯（焼成会） 

  鬼板 白化粧 土灰透明 

「切立丼（刷毛目）」 

「浅鉢」（2個）  

そば釉の「浅鉢」は高台が無く持つところが無かったので鈴木さん

の道具を借りて掛けたので均一に釉薬が掛けられました。 

「切立丼（刷毛目）」は生掛けで鬼板を塗ってすぐ白化粧を塗って

います。 

吉
川 

勝 

② 

「
第
44
回
作
品
展
」 

本
橋
昭
彦 

① 

「ぐい吞」 備前粘土 穴窯焼成 自然釉 

「片口汁注」 備前粘土 穴窯焼成 

 自然釉 

「飯椀」 備前粘土 穴窯焼成 自然釉 

 

「湯飲み」 備前粘土 松材は使用せず樫木 

（樫い木）だけで穴窯焼成 自然釉 

「小葉 取皿」 備前粘土 穴窯焼成 自然釉 

「小土鍋」 信楽粘土＋ペタライト 

 鉄絵  耐熱釉薬 電気窯焼成 
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本
橋
昭
彦 

② 

                   

                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

    

【
編
集
後
記
】 

 

・「
第
45
回
作
品
展
」
は
保
土
ヶ
谷
小
学
校
の
生
徒
作

品
も
展
示
さ
れ
、
土
日
は
保
護
者
と
一
緒
に
見
学
に

来
ら
れ
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
最
終
日
に
は
担
任
や
校
長
先
生
も
見
え
ら

れ
、
な
ん
と
校
長
先
生
の
剣
玉
の
妙
技
ま
で
見
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

・
今
年
度
最
後
の
会
報
に
「
第
44
回
作
品
展
」
の
紹

介
が
二
人
掲
載
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
回
の
会
報

に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

作
品
を
大
き
く
見
や
す
く
す
る
た
め
に
、
紙
面
を

多
く
使
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

・
今
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に
会
報
を

発
行
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
度
も
皆
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鍋
島
弘
義 

 

 

 

横浜陶芸友の会だより 

第 192号 
（令和 7 年 2 月 28 日発行) 

(発行人) 横浜陶芸友の会  
 

「輪花 大鉢」 備前粘土 

   穴窯焼成 自然釉 

 

「片口 大深鉢」 信楽粘土 粉引化粧 

透明釉 電気窯焼成 

「木葉天目長皿」 信楽粘土 椋の木葉 

 黒天目釉  電気窯焼成 

「四角 大皿」 信楽大原粘土（荒） 

ボタ餅 穴窯焼成 自然釉 

「ビアマグ」 備前粘土 穴窯焼成 

 自然釉 

「割り山椒小鉢」 信楽白土 黄緑釉  

電気窯焼成 

枝
ま
で
き
れ
い
に
残
っ
た
木
の

葉
天
目
。
確
信
は
持
て
な
い
け
ど
、

偶
然
に
出
来
た
の
か
な
～
。 

５
枚
焼
い
て
１
枚
で
き
た
。 

ど
う
や
っ
て
も
他
の
物
は
葉
っ

ぱ
が
全
然
出
な
い
ん
だ
よ
ね
～
。 

11
月 

下
旬
頃
に
取
っ
た
生
の
葉

を
使
っ
た
。（
水
ガ
ラ
ス
に
つ
け
て

や
る
よ
う
な
お
話
を
聞
い
た
の
で

す
が
？
）
水
ガ
ラ
ス
かC

M
C

か
、

ち
ょ
っ
と
自
信
が
無
い
か
ら
、
今
度

も
う
一
度
や
っ
て
み
よ
う
か
な
。 


